
様式第5号(第22条関係)
2号防火対象物査察の着眼項目
項目
内容

1　建築物
(1)　階段、通路等に避難障害となる物はないか。


(2)　防火戸は物件存置等により閉鎖障害となっていないか。


(3)　その他

2　点検
(1)　消防設備等の点検が実施されているか。


(2)　その他


　

3　消火器
(1)　使用に際して容易に持ち出せる位置にあるか。


(2)　薬剤の漏れ、著しい変形、損傷、腐食等がないか。


(3)　その他

4　漏電警報
(1)　電源表示等は点灯しているか。


(2)　著しい変形、損傷、腐食等がないか。


(3)　その他

5　避難器具
(1)　周囲に操作上の障害となる物がないか。


(2)　降下空間、避難空地に障害となる物がないか。


(3)　その他

6　誘導灯
(1)　破損、損傷等がなく正常に点灯しているか。


(2)　間仕切り、広告等により視認障害がないか。


(3)　その他

7　火気使用設備等
(1)　煙突等に破損、亀裂等がないか。


(2)　機器および配管等に破損、亀裂、燃料漏れがないか。


(3)　周囲造営材に過熱、炭化等がないか。


(4)　整理、清掃が適切に実施されているか。


(5)　その他

8　その他
(1)　各種届出はされているか。


(2)　防炎物品は使用されているか。


(3)　その他


　

9　調査事項
(1)　増改築、用途変更等の有無


(2)　消防用設備等の増改設の有無


(3)　消防活動上の障害の有無


(4)　その他


